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避難訓練を通じた
NPO法人と地域の連携

経緯
「急な坂で生活に困難さを抱えている人がいる」という仮説を立て、

センターで受けた相談内容の分析や坂道の調査を行った。

坂道のある地域での困りごとや工夫に関するアンケートの内容を検討。

要援護者がどのように困るかイメージすることが難しい状況が浮き彫りになる。
アンケートを要援護者（介護保険認定ある人、障害事業所、子育て中の方）にも
広げてアンケート調査実施する。

地域で坂道体験会の報告を行い体験会実施。

アンケート試行版
実施

メンバーによる
坂道体験会

高齢者体験グッズ、車椅子、
杖、妊婦体験、ベビーカー使

用し坂道昇降
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概要

2021年度のまちなかゾーン会議の取り組みの1つ。
「障害者の視点を知ろう」というテーマを掲げ、障害やこどもの分野で活動し
ている「 NPO法人こぐまくらぶ」に協力を仰ぎ、知的障害者の視点について
講義をしていただいた。

そのなかで、こぐまくらぶより
「月に1回、朝霧の事業所で生活介護事業の利用者を対象に避難訓練を行って
いる。できれば地域住民の方々と一緒に避難訓練をしたい。」という声があ
がったため、まちなかゾーン会議のメンバーから参加者を募った。

結果、ゾーンメンバー1名、地域住民の計4名、あさぎり・おおくら総合支援
センター職員2名が参加。地域住民と協働で避難訓練を実施した。
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避難訓練を実施

徐々に慣れて
きた？
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